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～令和５年を迎えて～ 

理事長 前田 文男 
 

謹んで新年のお慶びを申し上げます。 

旧年中は皆様より格別なるご支援とご厚誼を賜り心より御礼申し上げます。 

令和 5年の年頭にあたりご挨拶申し上げます。 

昨年は新型コロナウイルスの流行に伴う制約下での生活も３年目となり、またロシアによるウ

クライナ侵攻や、石油ガスをはじめとする諸物価の値上がり、労働力不足や雇用の不安定化な

ど、様々なリスクが顕在化してきました。 

このような不安定な時代にあって、法人も時代の変化に対応していけるように、全管理職によ

るプロジェクトチームを結成し、今後の法人のあり方を“経営”“人材育成”“新規事業”の 3

つテーマに分かれて検討してきました。 

その第一弾として経営プロジェクトチームでは、課題となっていた 65 歳定年の実施と高齢職員

の給与制度の見直し等を取り纏めました。 

また、法人を支えるのは職員ですし、一人一人が最大の力を発揮出来るように、かつ、皆が力

を合わせてより大きな活力を生み出せるよう人材育成プロジェクトチームで「安心して発言でき

る職場づくり」等の検討を進めて、職員の主体性、自律性の向上、キャリア形成の支援等を行い

ます。施設が活性化するのは職員が持てる力を適宜、主体的・自立的に最大限に発揮していくこ

とですし、皆が意見を持ち寄って、より良い方向を目指すことが必要になります。人材育成プロ

ジェクトチームでは、そのための方策を取り纏めています。また、新規事業プロジェクトチーム

では、居宅介護事業の拡充方策等の検討を進めていますし、新年度からは“うずまさ学園”の運

営を新たに引き継ぐことになっています。 

これらの取り組みは未だ些細なことかもしれませんが、バタフライ効果【ブラジルでの蝶の羽

ばたきはテキサスでトルネードを引き起こす】のように、些細なそれらが合わさって、時に歴史

を動かすほどの力になることがあります。 

法人が今後とも継続的に安定した運営と経営をしていくため

に、将来を展望して新たな取り組みも進め、今年もいろんなこと

にトライしていき、新しい年がより良き年になるよう、心より祈

念いたしまして、私からの年頭の挨拶とさせていただきます。 

皆さん、今年もよろしくお願いいたします。 
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～新型コロナウイルス～第８波に警戒を～ 

 

9 週連続で増加していた市内の新規感染者数は、直近の 12/26(月)～1/1(日)は 9,114 人と前週か

ら減少しましたが、年末年始の医療機関の休診や受診控え等の影響を受けている可能性があるため、

今後の動向に注意が必要です。病床使用率も 1/1 時点で 57.9%と 5 割を超えて上昇傾向が続いてい

ます。 

昨夏の感染拡大（第 7 波）時には、6 週連続で増加した後、7 週目には減少に転じましたが、現

在の感染拡大状況は、第 7 波ほど急激ではありませんが、緩やかに長期間にわたって続いていま

す。 

また、新型コロナ流行以前は、例年この時期の前後にインフルエンザの流行期に入り、年明け 1

月から 2月にかけて流行のピークを迎えておりました。 

年末(12/19～12/25)の感染報告で、京都市域もインフルエンザの流行期に入りました。例年、1

月から 2月にかけて流行のピークを迎えており、今後、新型コロナとの同時流行の拡大が予想され

ます。 

当法人の施設では、職員、職員の家族、利用者及び利用者の家族で、ＰＣＲ検査を受けられる事

例が先月 12 月は 18 件（11 月：11 件）で、累計で 330 件となりました。 

職員の皆さんにおかれましては、引き続き、マスク、手洗い、距離確保、密の回避、こまめで十

分な換気など、日々の感染対策、利用者、職員の健康状態の把握など基本的な対策の継続をお願い

します。 

特に冬場は暖房器具使用のため窓を閉め切り、感染防止に有効なきめ細かな換気が不十分になり

がちです。室内温度に留意しながら、十分な外気の取り入れ、排気とあわせ、空気の流れにより局

所的に生じる空気のよどみを解消するなど意識的に「こまめな換気」をお願いします。 

 

  

 

京都市内の感染者数（日別） 

 

 

 

 

 

  

 
 
 
 
 
 

京都市：新型コロナウイルス感染症 最新の動向 (kyoto.lg.jp) 
 

 

 

 

 

 

 

 



3 

令和４年度第３回理事会が開催されました 
 
令和４年度第３回理事会が、理事、監事出席の下、12 月 15 日（木）午後２時から、洛南身体障

害者福祉会館において開催されました。 

理事会では、令和４年度第１次補正予算案、定款の一部改正（介護保険法に基づく訪問介護事業

の追加）、規則等の一部改正について審議され、原案どおり承認されました。 

また、第３期中期経営計画について、資産運用計画及び実施状況について、事務局から報告がな

され、活発な質疑が行われました。 

 

 

１ 質疑事項 

第１号議案 令和４年度第１次補正予算案について 

第２号議案 定款の一部改正（介護保険法に基づく訪問介護事業の追加）について 

第３号議案 規則等の一部改正について 

３‐１ 職員就業規則の一部改正及び職員継続雇用規程の廃止（定年の延長）について 

３‐２ 期末勤勉手当支給要綱の改正（60 歳年度を超える職員の期末勤勉手当）について 

３‐３ 職員給与及び退職金支給規程等の一部改正（職員給与制度の見直し）について 

３‐４ 非常勤職員就業規則及び非常勤職員採用及び賃金についての方針の一部改正（65 歳の

年度を超える嘱託の契約非更新及び 60 歳年度を超える嘱託の期末勤勉手当）について 

３‐５ 非常勤職員採用及び賃金についての方針の一部改正（社会保険の適用拡大）について 

３‐６ 経理規程の一部改正（介護保険法に基づく訪問介護事業の追加）について 

第４号議案 令和４年度第２回評議員会の招集事項について 

２ 報告事項   

 （１）第３期中期経営計画について 

 （２）資産運用計画及び実施状況について 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
（本部事務局） 
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法人安全運転エリア研修 

ドライブレコーダーの映像を活用した交通安全講習会 
 

当法人の自動車保険でお世話になっている、東京海上日動火災保険㈱京都支店京都中央支社 副主

任 藤本様を講師にお迎えし、送迎車等を運転されている皆さんの安全運転に対する意識向上を目的と

して、交通安全講習会を開催しました。 

  

毎年、エリア毎に年１回程度安全運転研修を行っておりますが、昨年度から、法人車両に取り付けたド

ライブレコーダーの映像なども活用したより実践的な講習会としており、普段見慣れた風景も素材とし、危

険を予知しながら運転することを学びました。 

  

洛南エリアでは１２月２日（金）午後５時３０分から、３３名の方にご参加いただきました。また、山科エリ

アでは、１２月１４日（水）と１２月１９日（月）の２日間に７６名の方にご参加いただきました。両エリアとも、

皆さんから概ね高評価をいただいております。 

 伏見エリアでは、１月１６日（月）に講習会の開催を予定しております。 

  

職員の皆さんの運転は、利用者さんにも注意を払いながら、送迎の経路が狭い生活道路である場合も

多く、常に危険と隣り合わせです。 

 

時間に余裕を持って、安全運転を心掛けましょう。 

 

【講習会アンケート結果】 

  
大変有意義 

だった 

有意義 

だった 

まあまあ 

だった 

もの足りな

い 

非常に 

不満足 

洛南エリア 38% 56% 6% 0% 0% 

山科エリア 52% 42% 6% 0% 0% 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（本部事務局：下井 修司） 
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新規事業、はじめます。  

  

 洛南障害者授産所では、介護等体験や社会福祉士実習の実習生を年間通して受け入れています。 

実習生のプログラムとして、車いす体験・授産業務・他施設の見学等があり、その中の一つに「利

用者さんの話しを聞く」というものがあります。 

 中途障がいになった利用者さんから、障がいを持った経緯・その時の気持ち・またどのようにし

て障がいを受容できたのか・今はどのような心境で障がいと向き合っているのか等を話してもらう

時間を持っています。 

 利用者さんの経験上からくる話しは、職員が福祉とは、障がいとはと説明するよりも心に響き、

得られるものが多いようで、その後の実習生の実習の受け止め方が違ってきます。 

 

 

今までは授産所に来られた

実習生を対象としていました

が、より幅広く、福祉に関わる

学生をはじめ、各種学校・団体・

企業の方々にも聴いて欲しい

という想いから出張講演を行

う事になりました。これは洛南

障害者授産所ならではの事業

ではないでしょうか。早々に年

明け 1 月に講演することが決

まっています。 

 

 講演を聴いたことによって、

施設や障がいを持っている人

のイメージが変わったり、福祉

の道に進むかどうか迷ってい

る人の一歩踏み出すきっかけ

になればと思っています。 

 

（洛南障害者授産所： 

海東 啓子） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

洛南エリアＴＯＰＩＣＳ  【洛南障害者授産所】 
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とっておきの芸術祭 「京都府知事賞」を受賞しました！ 
 

 

令和 4 年 12 月 1 日(木)から 4 日(日)の期

間、みやこめっせで開催された「第 28 回京都

とっておきの芸術祭」におきまして、伏見障害

者授産所から応募した 4 作品のうち藤原準希

さんの作品「孔雀」が見事「京都府知事賞」を

いただくことができました。2019 年の京都市

長賞に続いての受賞になります。 

 

 

 

 

初めて応募した作品が市長賞を受賞したこともあり、府知事賞はずっと目標にしていた賞でした。

プレッシャーの中での作品作成になり、ご本人の中にはいろいろな葛藤があったと思いますが、根

気強く作業に取り組まれていました。 

前回の「新しい生き物(デジタル版)」とはまた雰囲気も違い、孔雀の鮮やかで華やかな様子が表

現されています。 

 

12 月 3 日の授賞式では、多くの人たちに見守られながら表彰していただき、喜びを噛みしめて

おられました。また、受賞式の後に西脇府知事との対談もあり、作品に対する想いなどしっかりと

話されました。 

 

毎月の創作の時間をみなさん楽しみにされています。これからも活動の時間を大切にしていきた

いと思います。 

 

他にも 3 点の作品を応募しました。伏見障害者授産所のホームページに掲載予定です。 

なお、KBS 京都「西脇知事と行き活きトーク」で取り上げられる予定となっています。1 月 23

日（月）19:30 から放送予定ですので、ぜひご覧ください。  

                           （伏見障害者授産所：北本 香里） 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

伏見エリアＴＯＰＩＣＳ 【伏見障害者授産所】 
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今年度の祝日レクリエーションを紹介します！！  
 

コロナ禍の影響もあり、作業に向き合う日々が続く

中、作業のリフレッシュができてみんなで楽しめるレク

リエーションを、利用者さん達と企画し２年ぶりに実施

することができました。 

 

 ５月から年末にかけては、卓球バレー、アイロンビー

ズ、ボッチャ、動画鑑賞、ドライブ、たこ焼き作りなど

計６回実施し、１回のレクリエーションで約１０名の参

加がありました。 

 

アイロンビーズでは、初めてする利用者さんも数名お

られましたが職員と協力しながら自己流にアレンジを

してかわいい「ドラえもん」や「トトロ」を完成させま

した。 

動画鑑賞では、懐かしの曲を聴いたり昭和のバラエテ

ィー番組を鑑賞したり、皆さん「懐かしいわ～」、「好き

やったなぁ」と大盛り上がりでした。その中でも「８時

だよ！全員集合」は皆さんからとても好評でした。 

ドライブでは、「びわ湖大橋米プラザ」まで出かけ、琵琶湖を見ながらアイスや近江牛コロッケ

を食べたり、お土産を買ったりと久しぶりの外出を楽しみました。 

 

コロナ禍で２年ぶりの実施でしたが利用者さんからは「楽しかった」、「また、参加したい」など

の感想を聞かせてもらい、実施してよかったなと感じました。 

コロナの収束が見込めない状況ですが、今後も何かできることを利用者さんと一緒に考えていき

たいと思います。         

（山科障害者授産所：小野 匠馬） 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

山科エリアＴＯＰＩＣＳ   【山科障害者授産所】 
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法人の理念について 
 

「障害のある人とその家族が 地域の中で   

尊厳を保ちながら 普通の暮らしができるように支援する」 
 

あけましておめでとうございます。 

年初めの新たな気持ちで当法人の掲げる理念について話をしたいと思います。 

 
 この理念に基づいて、それぞれの施設、事業所は支援を行っていると思います。 

 私は「らくとう」に異動となってから 10 年近く経つのですが、この理念の重みを日々痛感して

います。「地域の中で普通の暮らしができる」というフレーズはとてもシンプルに聞こえますが、

地域にいて普通の生活どころか、住み慣れた地域で日中過ごせる場所や受け入れてもらえる環境が

ないため、希望をされていない他府県へ転出する、というような方が少なくありません。「地域の

中で」を守っていくためには、何が足りないのかを自問自答しています。 

 

 「入所できる施設を探して欲しいです」という相談が毎年何件かあります。 

 その都度私達は「施設入所の申し込み窓口は区役所の障害担当ですよ」と伝えるのと同時に「な

ぜ入所なのですか？」と伺っています。その後に言われる事の多くが、「親が年取って、もういつ

まで生きられるかわからないし」というようなお言葉です。 

 

 未だ障がいのある方が地域で生活をするというイメージは定着しておらず、入所以外の選択肢は

ないと思われているご家庭が多くあるのではないかと感じています。 

 国の方針としても、実態としても入所施設は増えず、今入所されている方を地域へという流れと

なっています。入所施設以外の選択肢には、地域にあるグループホーム、最近増えてきた居宅支援

事業所が運営するシェアハウス、または必要なサービスを導入しての一人暮らし等があり、その方

の望む生活に近い場所を選ばれたらどうかなと、少ない選択肢であっても見学や体験を通してイメ

ージを持っていただけるようにお勧めしています。 

 

 当法人の施設、事業所をご利用されている方が住みたいと思われる場所（地域）で、いくつにな

っても楽しんで過ごして頂けるような支援を展開できる法人（＝施設、事業所が利用者さんのニー

ズに合わせて順応できる法人）であってほしい、そのように在るために何ができるか、何が足りな

いのかを法人全体で考えていくような時期になってきたのではないかと思います。 

 

 多様性を尊重する社会となってきたのであれば、障がいのある方の生活スタイルも多様であって

当然です。障がいがあるから、このような枠組みでというパッキングの支援ではなく、その方の望

む生活を多様な色でデザインできるような支援を目指していきたい。 

年の初めに、法人の理念について考えるような機会を持ち、新たな気持ちで支援ができれば、利

用者の皆さんも清々しく感じてくださるのではと思い、このような記事にしました。 

本年もどうぞよろしくお願いいたします。 
   

 （東部障害者地域生活支援センター「らくとう」：山下 笑子） 

 

支援センターNEWS     【支援センターらくとう】 


